
195 ピラトによる２回目の裁判（イエス、死刑の判決を受ける） 

ヨハネによる福音書 18：39～19：16  
 
194 ヘロデによる尋問 →❻ 

      イエス、ヘロデからピラトのもとに戻される 
195 ピラトによる２回目の裁判（イエス、死刑の判決を受ける） 

▶ヨハネによる福音書 18：39～40 
39 ところで、過越祭にはだれか一人をあなたたちに釈放するのが慣例になっている。あのユダヤ人の王

を釈放してほしいか。」→❼（ピラト） 
→マタイによる福音書 27：19 
一方、ピラトが裁判の席に着いているときに、妻（→伝承で

は「クローディア」）から伝言があった。・・裁判の中断・・ 
「あの正しい人に関係しないでください。その人のことで、

わたしは昨夜、夢で随分苦しめられました。」 
 
40 すると、彼らは、「その男ではない。バラバを」と大声で言

い返した。バラバは強盗であった。 
→バラバ＝バル（息子）＋アバ（よく知られた父） 
 本名：イェッシュア・バル・アバ 
→強盗：ギリシア語では「レイステイス」が使われている。 
＝反逆者、愛国心を隠れ蓑にして暴力行為等を行う者たちの

リーダー 
→❶：ファイル No.188 を参照（ゲツセマネ）金曜日真夜中 
 ❷：ファイル No.190 を参照（ア ン ナ ス）   〃 
 ❸：ファイル No.190 を参照（カイアファ）   〃 
 ❹：ファイル No.192 を参照（最 高 法 院）土曜日朝一番 
 ❺：ファイル No.193 を参照（ピ ラ ト）土曜日早朝 
 ❻：ファイル No.193 を参照（ヘ ロ デ）   〃★ 
 
▶ヨハネによる福音書 19：1～16 
01 そこで、ピラトはイエスを捕らえ、鞭で打たせた。 
→ピラトはイエスを鞭打ちにし、その血を見せれば群衆は満足し、釈放できると考えた。 
→申命記 25：3 
四十回までは打ってもよいが、それ以上はいけない。それ以上鞭打たれて、同胞があなたの前で卑しめら

れないためである。 



02 兵士たちは茨で冠を編んでイエスの頭に載せ、紫の服をまとわせ、03 そばにやって来ては、「ユダヤ

人の王、万歳」と言って、平手で打った。 
 
04 ピラトはまた出て来て、言った。「見よ、あの男をあなたたちのところへ引き出そう。そうすれば、わ

たしが彼に何の罪も見いだせないわけが分かるだろう。」 
 
05 イエスは茨の冠をかぶり、紫の服を着けて（見るも無残な姿で）出て来られた。 
ピラトは、「見よ、この男だ」と言った。 
→見よ、この男だ＝エッケ・ホモ (ラテン語、 Ecce homo エッケ・ホモー) 
 
06 祭司長たちや下役たちは、イエスを見ると、「十字架につけろ。十字架につけろ」と叫んだ。 
ピラトは言った。「あなたたちが引き取って、十字架につけるがよい。わたしはこの男に罪を見いだせな

い。」 
→祭司長たちは最高法院に属する議員で、祭司職に就き、ファリサイ派や他の指導者たちに影響力を持

つユダヤ教教師でもあった。ローマ帝国は最高法院に、ユダヤ人に関わる慣習、特に宗教に関する決定権

を与えていた。下役は神殿を守り、ユダヤ人指導者会議（最高法院）が民衆を統治するのを助けた。 
 
07 ユダヤ人たちは答えた。「わたしたちには律法があります。律法によれば、この男は死罪に当たります。

（この男は自分を）神の子と自称したからです。」 
→ユダヤ人指導者たちはイエスが神と等しい者であると主張したため非難した（ヨハネ 5：18、10：33）。 
指導者たちはイエスを神ではなく、人間に過ぎないと思っていたので、死刑に相当する神への背信（冒

瀆）を犯していると述べた。 
 
08 ピラトは、この言葉（→イエスの厳粛で権威に満ちた主張やユダヤ人たちの証言等）を聞いてますま

す恐れ、09 再び総督官邸の中に入って、「お前はどこから来たのか」とイエスに言った。 
 
しかし、イエスは答えようとされなかった。 
 
10 そこで、ピラトは言った。「わたしに答えないのか。お前を釈放する権限も、十字架につける権限も、

このわたしにあることを知らないのか。」 
→ピラトは、自分にはイエスを救う力があると、イエスに告げている。 
 
11 イエスは答えられた。 
「神から与えられていなければ、（あなたの権限は限定的に委託されたもので）わたしに対して何の権限

もないはずだ。だから、わたしを（十字架刑にするために）あなたに引き渡した者（→ユダ、カイアファ、

あるいはサタン等々）の罪はもっと重い。」 
 
12 そこで、ピラトはイエスを釈放しようと努めた。 
しかし、ユダヤ人たちは叫んだ。「もし、この男を釈放するなら、あなたは皇帝（→ティベリウス・カエ

サル）の友ではない。王と自称する者は皆、皇帝に背いています。」 
→ティベリウス・ユリウス・カエサル（＝ローマ皇帝）は、ローマ帝国の第 2 代皇帝（在位：AD14～37
年）。初代皇帝アウグストゥスの養子。養子となる以前の名前は実父と同じティベリウス・クラウディウ

ス・ネロ。 
→ユダヤ人たちは①②の理由でピラトを追い詰めた。 

①自分を王とする者（イエス）はカエサルに背く罪である。 
②イエスを釈放することは、①の罪に加担したことになる。 



13 ピラトは、これらの言葉を聞くと、イエスを外（→宮廷の中庭）に連れ出し、ヘブライ語でガバタ、

すなわち「敷石」という場所で、裁判の席に着かせた。 
 
14 それは過越祭の準備の日（→安息日の前日、金曜日）の、正午ごろ（＝午前六時ごろ→NIV：about noon、

NKJV：about the sixth hour、回復訳：午前六時ごろ、新改訳：第六時ごろ、真理発見訳：およそ第六時）

であった。★ 
ピラトがユダヤ人たちに、「見よ、あなたたちの王だ（なぜ、私があなたたちの王を裁かなければならな

いのか）」と（皮肉って）言うと、15 彼らは叫んだ。「殺せ。殺せ。十字架につけろ。」 
ピラトが、「あなたたちの王をわたしが十字架につけるのか」と言うと、 
祭司長たちは、「わたしたち（ユダヤ人）には、（ローマの）皇帝のほかに王はありません」と答えた。 
→裁判の席は台の上にあり、ローマの総督はそこから判決を下した。「ガバタ」はヘブライ語からのアラ

ム語で、「上げられた地」を意味する。このすぐ前のギリシア語の「リソストロートン（敷石）」という言

葉で示されているように、美しい敷石を敷きつめた高台のような高い場所にあったと思われる。 
→ピラトは、イエスの死に責任がないことを皆に示すために、群衆の前で手を洗った（マタイ 27：24）。 
→マタイによる福音書 27：24 
ピラトは、それ以上言っても無駄なばかりか、かえって騒動が起こりそうなのを見て、水を持って来さ

せ、群衆の前で手を洗って言った。「この人の血について、わたしには責任がない。お前たちの問題だ。

（→回復訳：あなたがた自身が見てのとおりだ、リビング・バイブル：責任は全部おまえたちが負いなさ

い、新改訳：自分たちで始末するがよい。）」 
→マタイによる福音書 27：25 
民はこぞって答えた。「その血の責任は、我々と子孫にある。」→AD70 年のエルサレム崩壊で成就した。 
 
16 そこで、ピラトは、十字架につけるために、イエスを彼らに引き渡した。 
 
【参考】 ユリウス・クラウディウス家 

ティベリウス・ユリウス・カエサル 

ローマ帝国の第 2 代皇帝 

在 位：AD14 年 9 月 18 日～37 年 3 月 16 日 

配偶者：ウィプサニア／ユリア 

子 女：小ドルスス／ゲルマニクス(養子) 

王 朝：ユリウス＝クラウディウス朝 

父 親：ティベリウス・クラウディウス・ネ

ロ（第 5 代皇帝、暴君ネロではない） 

母 親：リウィア・ドルシッラ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

最初のローマ皇帝→ 

←暴君ネロ 

出典(図)：ローマ皇帝歴代誌 クリス・カー著 


